京都芸術センターの非公募について

	京都芸術センターは，本市と芸術家その他芸術に関する活動を行う者（以下「芸術家等」という。）が連携し，本市における芸術を総合的に振興するため，①京都の持つ特性を生かした事業の企画や新進・若手芸術家の育成を目的とした活動の場の提供を行うなどの「活動センター機能」，②情報誌の刊行や各種の芸術文化情報の収集及び提供を行う「情報センター機能」，③国内外の芸術家の受入れや市民，芸術家相互の交流事業を実施するなどの「交流センター機能」を備えた施設として設置している。

その設置目的を果たすためには，運営を担う団体は，施設の管理運営のノウハウはもちろんのこと，京都の芸術に関する情報の蓄積とあらゆる分野の芸術家等とのネットワークを有し，かつ，それらを生かした事業企画が可能であることが求められる。
現時点で，このような条件を満たす団体は，京都市域で活動する大半の芸術関連団体及び個人が加盟し，芸術分野における豊富な情報の蓄積と幅広いネットワークを有する公益財団法人京都市芸術文化協会（以下「芸文協」という。）のみである。
なお，前回（平成２２年度）の指定管理者の選定においても，同様の理由から，芸文協を非公募で指定管理者として指定したが，当指定管理期間において，芸文協に相当する団体が組織されるなど，状況の変化はなく，また，その運営状況についても，地元との良好な関係の下，施設管理だけでなく，事業企画や人材育成等においても，多方面から高い評価を受けている。
以上の理由から，今回も非公募とし，芸文協を指定管理者候補とする。
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